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  （百万円未満切捨て）

１．令和３年３月期第２四半期の連結業績（令和２年４月１日～令和２年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

３年３月期第２四半期 20,391 △7.0 712 4.3 783 8.2 337 22.6 

２年３月期第２四半期 21,933 △0.7 682 △3.9 724 △16.7 275 △47.7 
 
（注）包括利益 ３年３月期第２四半期 618 百万円 （110.5％）   ２年３月期第２四半期 294 百万円 （△38.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

３年３月期第２四半期 32.47 32.37 

２年３月期第２四半期 25.71 25.63 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

３年３月期第２四半期 34,750 18,849 54.0 

２年３月期 31,957 18,893 58.8 
 
（参考）自己資本 ３年３月期第２四半期 18,766 百万円   ２年３月期 18,794 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

２年３月期 － 23.00 － 25.00 48.00 

３年３月期 － 24.00       

３年３月期（予想）     － 24.00 48.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．令和３年３月期の連結業績予想（令和２年４月１日～令和３年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 41,000 △5.1 1,450 72.3 1,550 64.6 1,000 △19.6 96.69 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 令和３年３月期の連結業績予想については、本日（令和２年11月5日）公表いたしました「業績予想の修正に関

するお知らせ」をご覧ください。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ３年３月期２Ｑ 11,280,177 株 ２年３月期 11,280,177 株 

②  期末自己株式数 ３年３月期２Ｑ 937,316 株 ２年３月期 697,716 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） ３年３月期２Ｑ 10,395,006 株 ２年３月期２Ｑ 10,704,207 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大からの収束は依然

見通しが立たず、日本国内においても、緊急事態宣言解除後は徐々に経済活動が再開しつつあるものの、急速に悪

化した景気はなお厳しい状況が続いております。

 当社グループを取り巻く受託臨床検査市場では、市場の成熟化を受け、厳しい競争環境が依然として続いており

ます。調剤薬局市場では、厚生労働省による「患者のための薬局ビジョン」を踏まえ、患者本位の医薬分業の実現

に向けて機能の充実が求められつつ、調剤報酬及び薬価の改定による影響を受けております。

 当社グループでは、このような事業環境のもと、臨床検査事業及び調剤薬局事業の収益力の強化を図るととも

に、将来の事業環境の変化を見据えた事業展開を進めてまいりました。一方で、新型コロナウイルスの感染拡大の

なかで医療機関を受診する患者数の減少が見られ、臨床検査事業・調剤薬局事業ともに大きく影響を受けました

が、緊急事態宣言解除後は、その影響は緩やかに戻りつつあります。また、そのなかで全社的な固定費削減に取り

組んでまいりました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間においては、売上高は20,391百万円（前年同期比7.0％減）、営業利益は

712百万円（同4.3％増）、経常利益は783百万円（同8.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は337百万円

（同22.6％増）となりました。 

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

① 臨床検査事業 

 臨床検査事業につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、受託検体数が減少いたしました

が、６月以降は減少から緩やかに戻りつつあり、７月以降は新型コロナウイルス関連検査の受託等による押し上げ

が見られました。また、売上拡大に向け、大都市圏を重点地域とした新規顧客の獲得を図るとともに、コンパニオ

ン診断薬「ＭＳＩ検査キット（ＦＡＬＣＯ）」、クラウド型電子カルテ「ＨＡＹＡＴＥ／ＮＥＯ」の販売に注力い

たしました。コスト面においては、検査再構築後の固定費削減を進めてまいりました。その結果、臨床検査事業の

売上高は12,313百万円（前年同期比8.3％減）、営業利益は377百万円（同27.3％増）となりました。

② 調剤薬局事業 

 調剤薬局事業につきましては、かかりつけ薬剤師・薬局として求められる役割・機能を果たすとともに、高齢者

施設及び在宅を中心とした地域医療との連携を進め、既存店舗の処方箋応需の拡大に取り組んでおります。当第２

四半期連結累計期間における調剤薬局店舗数の増減はなく、当第２四半期連結会計期間末における当社グループが

運営する調剤薬局等店舗総数は106店舗（フランチャイズ店６店舗含む）となっております。

 調剤薬局事業においては、新型コロナウイルス感染症の影響以降長期処方の傾向にあり、処方箋単価が増加した

ものの、受診患者数減少等の影響により処方箋枚数が減少しておりましたが、その減少幅は鈍化しました。一方

で、調剤原価等の固定費の削減に努め、堅実で効率的な店舗運営を進めてまいりました結果、売上高は8,085百万

円（前年同期比4.9％減）、営業利益は428百万円（同15.1％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、主に現金及び預金が増加したことにより、

前連結会計年度末に比べ2,793百万円増加し、34,750百万円となりました。

 負債は、主に長期借入金の増加により、前連結会計年度末に比べ2,836百万円増加し、15,901百万円となりまし

た。

 また、純資産は、主に自己株式の取得により、前連結会計年度末に比べ43百万円減少し、18,849百万円となりま

した。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、国内における緊急事態宣言の解除後の経済活動が再開しつつあること、また、当

社グループの令和２年４月から９月までの業績及び現時点における入手可能な予測等を踏まえ、連結業績予想を修

正いたしました。詳細につきましては、本日（令和２年11月５日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提と予測に

基づき作成されたものであり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和２年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,272 9,220 

受取手形及び売掛金 6,044 5,906 

商品及び製品 906 1,060 

仕掛品 40 106 

原材料及び貯蔵品 542 562 

その他 1,512 1,291 

貸倒引当金 △6 △7 

流動資産合計 16,311 18,141 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 9,102 9,032 

減価償却累計額 △5,123 △5,179 

建物及び構築物（純額） 3,979 3,852 

土地 4,727 4,664 

リース資産 1,515 1,232 

減価償却累計額 △589 △386 

リース資産（純額） 925 846 

その他 4,640 5,432 

減価償却累計額 △3,957 △3,953 

その他（純額） 683 1,478 

有形固定資産合計 10,316 10,842 

無形固定資産    

のれん 61 53 

その他 604 560 

無形固定資産合計 665 614 

投資その他の資産    

その他 4,675 5,163 

貸倒引当金 △11 △10 

投資その他の資産合計 4,663 5,152 

固定資産合計 15,646 16,609 

資産合計 31,957 34,750 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和２年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,115 4,144 

短期借入金 2,100 1,600 

未払法人税等 383 290 

賞与引当金 422 465 

資産除去債務 12 － 

その他 2,599 2,735 

流動負債合計 9,634 9,236 

固定負債    

長期借入金 281 3,559 

引当金 233 223 

退職給付に係る負債 1,837 1,832 

資産除去債務 143 145 

その他 934 904 

固定負債合計 3,430 6,664 

負債合計 13,064 15,901 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,371 3,371 

資本剰余金 3,391 3,387 

利益剰余金 13,223 13,291 

自己株式 △1,157 △1,530 

株主資本合計 18,828 18,519 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △34 247 

その他の包括利益累計額合計 △34 247 

新株予約権 98 82 

純資産合計 18,893 18,849 

負債純資産合計 31,957 34,750 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年９月30日) 

売上高 21,933 20,391 

売上原価 15,569 14,255 

売上総利益 6,364 6,135 

販売費及び一般管理費 5,681 5,423 

営業利益 682 712 

営業外収益    

受取配当金 55 53 

貸倒引当金戻入額 0 0 

その他 38 55 

営業外収益合計 93 109 

営業外費用    

支払利息 6 15 

支払手数料 16 2 

支払補償費 19 － 

保険解約損 － 12 

その他 9 8 

営業外費用合計 52 38 

経常利益 724 783 

特別利益    

固定資産売却益 － 9 

投資有価証券売却益 25 － 

特別利益合計 25 9 

特別損失    

固定資産除却損 49 0 

投資有価証券売却損 28 － 

減損損失 0 44 

新型感染症対応による損失 － 103 

建設計画変更損失 － 22 

検査再構築費用 255 － 

その他 12 1 

特別損失合計 345 172 

税金等調整前四半期純利益 404 620 

法人税、住民税及び事業税 218 262 

法人税等調整額 △89 20 

法人税等合計 129 283 

四半期純利益 275 337 

親会社株主に帰属する四半期純利益 275 337 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年９月30日) 

四半期純利益 275 337 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 18 281 

その他の包括利益合計 18 281 

四半期包括利益 294 618 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 294 618 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成31年４月１日 至 令和元年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
臨床検査 
事業 

調剤薬局 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 13,419 8,501 21,921 12 21,933 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

7 0 8 △8 － 

計 13,427 8,502 21,929 4 21,933 

セグメント利益 296 505 801 △119 682 

（注）１．セグメント利益の調整額△119百万円には、報告セグメントに帰属しない売上高12百万円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△612百万円及び内部取引の消去に伴う調整額481百

万円が含まれております。全社費用は、主に人事・経理部門等の管理費用及び建物の減価償却

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 令和２年４月１日 至 令和２年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
臨床検査 
事業 

調剤薬局 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 12,306 8,085 20,391 － 20,391

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

7 0 8 △8 －

計 12,313 8,085 20,399 △8 20,391

セグメント利益 377 428 806 △94 712

（注）１．セグメント利益の調整額△94百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△545

百万円及び内部取引の消去に伴う調整額451百万円が含まれております。全社費用は、主に人

事・経理部門等の管理費用及び建物の減価償却費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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